
�

　

日　時：11/10（土）13:00-16:00
会　場：テレコムセンター　８階 会議室 B
出展者：日本学術会議第一部哲学委員会哲学・倫理・宗教教育分科会

概要
現在の教育改革の方向性として、PISAのキー・コンピテンシー教育、大学入試改革、「考え、議論する道

徳」の教科化、新科目「公共」の導入、シチズンシップ教育などに見られるように、「考える力」を育てるこ

とがすべての学校教育の課題となっています。とりわけAIの発展によって、人間にしかできない創造的

な思考が求められているといいます。しかしその「考える力」とはそもそもどのような力のことか、求め

られる「考える力」の内実とは何なのでしょうか。「考える力」すなわち思考力は、哲学分野の伝統的な課

題であるだけでなく、心理学、認知科学、人工知能研究など複数の科学分野に横断的に関係し、なによ

り教育における最重要テーマです。「考える力」とは何かを、改めて定義から問い直し、その教育の可能

性と現代社会における意義、さらに教育評価の問題について議論しました。

楠見 孝（京都大学大学院教育学研究科  教授）
松原 仁（公立はこだて未来大学複雑系知能学科  教授）
山内 清郎（立命館大学文学部  准教授）
森田 美芽（大阪キリスト教短期大学  特任教授、日本学術会議  連携会員）
藤原 聖子（東京大学大学院人文社会系研究科  教授、日本学術会議第一部  会員）
一ノ瀬 正樹（武蔵野大学グローバル学部  教授、日本学術会議  連携会員）
中村 征樹（大阪大学全学教育推進機構  准教授、日本学術会議  連携会員）
河野 哲也（立教大学文学部  教授、日本学術会議  連携会員）
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